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カ シ ュ ミ ー ル シ ャ イ ヴ ァ の 修 道 階 程

佐 藤 道 郎

Abhinavaguptaに よ ってまとめ上げ られ た と見 られ るVasugupta, Somhn-

anda, Utpaladeva以 来 のKashmir地 方 に発達 した シヴァ派 の修 行実践 につ い

ての階程 と全体系 の特色をAbhinavaguptaの 所 説 を中心 とし, 併 せ て今 日僅か

に残存 してい るNishadに お け るAsramaの 実 例 を も参照 して考察 を したい。

勿 論それは シャイヴァの哲学教理 と究極的な世界観 この派 の宗教史的発達史 と

切 り離 して考察 し得ないが, こ こでは先 づ修道老 が この派 のい うところの宗教的

真 理を如何に して体得す るか とい う観点か ら, す なわ ち真理へ の道 を どの ように

示 してい るかについて考察を加えたい。

修道 の特徴 は, シ ャィヴァの全体系か ら説 明され るべ きであるが, 修 道 の方法

は六支 ヨーガの修道 体系 と四つの階程のupaya(方 便)にごよって特徴づけ られ る。

六 支 ヨーガは八支 を立てず, 八 支 よ りも六支が よ り内的, 緊 密 な禅定 の深化を教

えるものであ り, 方 法の内実を示すUPhyaは 本来 的にはanupayaを 以 て, す な

わち方法 とい う表 現を否 定す る 意味 を示す この術語 に よって, bhavana(階 程)

な しにpratyabhijnaを 達 成 し, Abhinavaguptaに よ って最高 と認 め られ ている

このupayaに 直 入す るが, し得 ない老 のために他 の三つ のupayaに よ り導 入, 

向 上深 化せ しめる。 これ に よってupayaと して全体 をま とめ, 真理 への道 を補

完 してい る。 即ちsambhava-upaya. sakta-up. とanava-up. で あ る。四つ のup-

ayaは 禅 定 の内容, 目標, 方 法 を六支 ヨーガの体系 と相補的に特徴づけている。

六支 ヨーガの体系は シャイヴァ古伝 に よ り, 八 支 よ り古い と称 され, よ り源本

酌 な ヨーガとされ る。 八支 ヨーガはPatanjaliの 八支 ヨー ガの体系に よって示 さ

れ るが, この八支 と六支 ヨーガとは単に支 分の数 だけでな く, 全 体の構想が異 る

もの と見 られ る。 所謂Patanlaliの 古 典的 ヨーガは, 1. yama(禁 戒), 2. niyama

(勧戒), 3. asana(坐 法), 4. prapayama(調 息), 5. pratyahara(制 感), 8。samadhi

(三 昧)で あ るが, 六 支の方は支の名称や順序 も同一 では な く, 略 三 つ の系 列 を

数 え る。1. はGuhyasamajatamtra(samajottara 13 patala)にご見 られる次の六支 で

あ る。1. pratyahhra, 2. dhyana, 3. praphyama, 4. dhhrapa, 5. anusmrti

(憶念), 6. samhdhiの 六 支 はkalacakra仏 教 タ ン トリス トの依止す るところであ
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り, 六 支 ヨーガのタイ トルを もつ"Sadangayogatipppami1)と い うRavisrljnana

の著 作 も同様 であ って, これが第1で あ る。 第2は, pranhyama, 2. dhyana, 

3. prutyahara, 4. dhhrana, 5. tarka, 6. sarnhdhiの 順 を もつ ものである。 これ

はMattraya-np. VI. 18や. 4mrtamada-apamisaaで あ り, こ こに言及 され る

Tantralaaの4. Ahnikuの16偶 のJayaratha註 に も見 られ るものであ り, そ

の前 の15偶 において古論 書において所説 され た事 として, tarka(思 択)は ヨーガ

の六 分 として よ り高 きものである と述べ, 捨 離すべ き事を明示 しつつ, それ故 に

そ こにおいて努力すべ き事が指示 され てい ると示 してい る2)。Tark&の 重 要性を

伝統説 として説いていて内容的に もMaitrayantya-upa. 等 の古説に則 る こ とが

理解 され る。 これ らの二つ に対 し第3の ものは以下の よ うに術 語や順序が相違す

る六支 であ る。1. asana(坐 法)2. prhnasamrodha(調 息)3. pratyahara, 4. 

dhhrapa 5. dhyhna 6. samadhiの 六 支 でOorasamcmasagrahaの62偶

に 見 られ, ybgacutamami-upmisaaに 見 られ るものであ って, 第1や 第2の 観

点か らすれ ぽ正統 的な六支 ヨーガの流伝 とは しに くい と註解 され る。Tautralaa

IV. 88に よればyama, niyama, asana, prapayamaは 外 的であ くびを した状態 と

して重要視 されていない とい うことであ り, 全 体 として外的 な規定 として重 きを

置いていず, む しろ この よ うな方 向を排 除 している六支 の体系か らは稽異質 なも

のと して例 えばasanaを 含 み, tarka又 はanusmrtiを 含 んでいないので重要

な ものを含んでいない とされ得 る。 第1と 第2は 後半 の三 支 す なわ ちdharapa

とtarka又 はanusmrtiとsamadhiと は 共通であ り, 前 半の三 つの順 が異 なる

のは立体的, 具 体的 に見れ ぽ同一事象, す なわちdhyanaに 入 ってい く状態 を現

した もので根本的 には何れが先 とも後 とも言い得ず, 調 息が整 えば, 制 感 も進

み, 制 感が進 めば調息 は自 ら安定す るものであ り, これに よって静 慮に入 り, 静

慮 に入れ ぽ 自ら他 の如上 の二つ も揃 うと解 され る。 第3の 六支 の系統は こ う考 え

る と重要 とは言 えないので ここで は考察 しない こととす る。

カ シュ ミールの シヴァ派 のdhyanaの 特 徴 はTamtralaaに よ ると個我(jiva)

と最 高我 との同 一化, す なわ ちそ こに真 の自己 の発見を認め, そ れに努める老 の

最大 の結果 は最高我 との同一化 であ るか ら, そ れが修道の本質をな している。 修

道 の 目的 は直観即 皇己 の再認 に よって, す なわ ち神 の中に 自己が内在 的にある こ

とを再認識す る ことであ り, 最 終的 にはすべ ての個 々の事物に神を見出す ことに

なる。 以下tantralokaに おけ る ヨーガの開始 としてdhyanaか らその純 化 した

samadhiに 至 る プロセスの解説 として4. Aの92-96偶, 5. A. の19-42偶 を要
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約 してみ よ う。

「ヨーガ行老 は太 陽 と月 と火 との合一を冥想す る。 そ の場合にBhairavaす な

わちsaktiの 火 は心 中の聖 なる空 なる場 において燃 え始 め燃 え上 る。 これ らの三

つ, す なわ ち太 陽 と月 と火 の三つ は究極的 なsaktiの 三 位 一 体 で あ り, para3), 

parapara4), apara5), と対 応す る。 太陽のcakraす なわ ちBhairavaのcakra

は 感 官に よって空中に発散す る。 このcakraが 消滅す る時, 深 い意識 のみ が 残

る。 何故な ら, このcakra漆 消滅す るのはす べての ものが燃 えつ きるか らであ

る。cakraそ の もの も, 同 時に心 も静寂 に到達す る。 その よ うに ヨーガ行老 は実

修す る。 す べては各 々の瞬 間に, 個 の意識において消滅 し発散 す る。Bhairava

と共 に行 じ, dhyanaに ょって ヨーガ行老 は熱 中す なわ ち完全な浸透の状態を達

成で きる。 意識 は客観対 象 と同一化す る。 主観 と客観 の二元的区別はな くな る。

dharapaとdhyanaとsamadhiは 継 目のない三位一体 の システムである」

このよ うな禅定の描写 は 「誰 で も何か 覚知 の境涯 を もった老, そ の人 こそ解説

を述べ得 る人であ る」(Tantaloka IV. 91の 註)と 述 べ られ ているこ ともPatanjali

のYogasutra等 の 八支 ヨーガの説 明にない ものであ り, ダ イナ ミックである と

共 に体験の感動 も語 られている。asanaは 八 支の様に支 分 として立て られ ていな

いが, 内的 な取扱い として説 明す る。 呼気 で も吸気 で もない, 呼 気, 吸 気 の中間

の経路 の中におい て, 覚智 の力を得 る。 そ して 正 しくそ こにasanaを 得 るであ

ろ うとNetratnatra VIII-116)は 言 う。仏教 のSad-anga-yogaに お いてはprap-

hyamaに つ いて呼吸 が中間の道 に入 る と述べ てい るのと対応す る7)。 粗な る呼吸

の状態を捨 てて, 最 上の微細にな った活気 ある状態 を得 る。 それが調息であ り, 

そ こか ら再 び動揺す る ことはない と同 じ くVIII-12-13ab8)は 言 う。

次 に六支 ヨーガにおいて特別 にあるtarkaに つ い て言 うと, tarkaは 一般に正

理学派 でいわれ る よ うに対論 の場合 の論駁 の根拠 を熟慮す る事 とも解 され るが, 

仏 教でtarkaを 乾 慧 と訳す 例がある よ うに真理 を観 一じようとす る智慧はあ るが未

だ禅定の水に うるお され ていない状態 を指す のに近い。 すなわちtarkaに は二種

あ って真理の発見に関 して正 しい道 と拒絶すべ き道 を正 し く弁別す る事が此の場

合 のtarkaの 意味 である。sattarka9)又 はsadvidyaで あ る。 それ はsiva神 の 欲

す る事であ り神の恵みであ る10)。satturkaに ょ って師の正 しい範例 の探究 に よっ

て思寵に逢 う。三つ の類型があ り, 生 得的な人 と教 えるために良 き師か ら受学 し

てい る人 と論 典に従 ってい る人であ って論 理的に長 じている人でない。 それ らの

正師, akalpita kalpuka(人 為的でない漂準)11)と 称 され る。 このtarkaは ヨーガ
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の最高 の形式であ ると認め られ てお り, 究 極的な真理の実現に直接 に導 くもので

あ るとし, 八 支 ヨーガの前四支は間接 的な方 法である とす る12)。仏 教 の六支 ヨー

ガにおけ るanusmrti(憶 念)はsadanga-yoga諸 論 に よれば, 「身体 にお いて と天

上 において確かに起 ってい るところの ものをCapqall(栴 陀羅女)が 洞察す る こと

がanusmrtiで あ る13)」 とい う。美 し く偽 りな き輝 きが光 り輝 くとい う。Canuali

が 出 てくるところは シァィヴァにおいては ヨーギ ニー と対応す るであろ う。六支

ヨーガの中 にtarkaが 存 す る意味 は禅定 の深化 に伴 って, 修 道老が 自らの進む道

が正 しいか ど うか, 邪 に進 む事 を止める ことであ り, そ の場合 に師を択ぶ こ との

重要性 も指摘 されているのである。 禅定に資す る ことが あれ ば, そ の意義を確認

しつつ包含 して この ヨーガの全体が出来上 り, それ故多 くの シノニムの理解に混

乱 と不統ーを もた らした と見 られ る。 仏教各派の地 と修行項 目と止 と観 との双運

とが智慧 と方便, 慈 悲 との ような整 った記述 と比較すれば カシュー ミールの シヴ

ァ派 の修行 の実際 の記述 は統一的 であることにおいて十分ではない し, 仏 教 の側

か ら見れ ば尚十分 に検討を要す るであろ う。Nishadに お いては儀礼等は多 く用

いず, 在 家の信老を中心 として, upayaの 適 した仕方 で内容を指示 し, 六 支 ヨー

ガを実習せ しめている。

六支 ヨーガの内実を個個人に応 じて方 法的に展開 してい くのがuphyaで あ る と

見 られ る。upayaは 四 つあ り, 最 高のupayaとAbhinavaguptaが い うこの

upayaはhnanda-upayaと か, ananya-upayaと かatmu-upayaと か いわれ て

いる ものでUtpaladeva以 降 見 られ るpratyabhijnaの システムに より, bhavanh

な しに実現す るのである。 シノニムとしてanandaが いわれ てい るのも具体的な

宗教体験 に趣 入 した消 息を示す ものであ り, こ こで方法は方法 とい う目的に対す

る二元 的, 客 観 的構造 はな くなってい る。

これ を達成す るためには, このuphyaに 直 接 に入 ってもよいが, sambhava-

upayaを 行 うて, そ の 完成 としてanupayaを 達 成す る。anupayaを 達 成 し得な

い老は第二 の このsambhava-upayaを 行 う。 これ はsambhava-yoga, iccha-

yoga, nirvikalpa-yoga, iccha-upaya, abheda-upayaと もい う。精神活動 の惇止

を教示 し, mudraやmatrkaを も使用す る。 心意識 の運転を止め る方 法 で あ

る。

shmbhava-upayaが 適 しない老にはそれ よ り一段下 のsakta-upayaを 行 う。

shkta-yogaと かjnhna-yoga, jnhna-upayaと かbhavaph-yogaと い い, 想 念

す ることであ り, 一 点に精神を集中 して 想 念す る。yaga(祭 式供養)やlapa(祈
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祷をつぶや くこと)やsomaを も用 う。

sakta-up盃yaが 不 適 な老 にはhnava-upayaを 行 わせる。 これ はkriya-upaya

とかkriya-yogaと かdhyhna-yoga, 又 はkaranayogaと かucchhra-yoga

pran. a-yogaと 言 い この方法 はbuddhi(覚)を 冥 想の 目標, 対 象 として行 うもの

であ り, apava-samavesaと もい う。apavaと は 非常に小 さな とか微細な とかい

う意で これが最 も初歩 的な階程 とい うことにな り, pratyahara(制 感)を 修す る

ものであ り, 感 官に対す る対 象 との結合 関係か ら, す なわ ち感官を対象か ら引 き

離す ことである。

以上を逆に辿れば, 第一 は感官 と外界 との結合 関係を切 り離 し, 第 二 に特定 の

一 点 に集 中的に想念を加え, や がて第三 において想念 その もの も集中してい る対

象 と一体化 して, 意 識の展開がな くな り, 第 四のす なわ ち最終的upayaに お い

て 自己 皇身を再認識 して歓喜に至 り, 皇己を世界に開放す る ことに至る と解せ ら

れ, 一 切 の対象 の思念が な くな る。 これはsvatantriya-saktiの 実現 と言 ってよ

い。

Upayaに 関する記述はTautralaa15)とTatrasara16)の 認述は最高からよ

り低次の方法へと記述が進められていて, この記述の仕方 皇体 はbhavanaの

kramaを たどってはいないのは興味のあることである。上例 の よ うに各 々の

uphyaに 多 くのシノニムが附せられていること自体は多面的で もあ り, 多 くの源

からの流入があったことを示 している。屡々これ らのシノニムは乱雑に包みこま

れていて決 して仏教の諸地の定義のように一義的ではない。そして用語も自派の

定義に従 って内容を読みかえている。例えば, 仏教の空sunyaはsaivaに おい

ては神の意識の世界のことである17)。sinyaを 意識のあ り方を通 じて神siva神 の

世界と読みかえていると考えられる。仏教 との相似の方法は禅定のときに眼を開

いていることが説かれていることも指摘され よう。究極的には一切の事象はsiva

のsaktiの 顕現であ り'sarhkaraのmanaya説 のように現象界が迷妄でなくて, 

神の意識の中にあるのであるか ら, 速断する必要はないのである。 この点におい

て仏教の坐禅の心得 と同一の事例を見るのである。カシュミールのsaivaの 哲学

と修行法は不二一元論 とも関係影響が認められるが, 仏教の哲学的構造をとり入

れ, それは意識を場 として, 例えぽ上記のようにsaivaが 空を神の意識 とした よ

うに神との合一を体系的に構築して, 他方kalacakra等 のタントラとも儀 礼や

yogini等 を共通にもち, あるいは相互に影響しあって宗教的な方法をAbhinava-

guptaの 時, 略10世 紀に体系化したとみられる。
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以上をまとめるとカショミー・ルのシヴァ派の修道体系の特徴は六支ヨーガと独

自の四つの階程のupaya(方 法, 方便)を 中心 として成立っている。六支 ヨーガの

深化展開は相関的, 相互浸透的であ り一は他と又は多 と関連 し相即 しなが ら深化

してい く。この六支ヨーガの実践を修行老の機根に応 じて相応する方法を以って

行わせる内容的な展開がupayaで あると解 される。 究極的には再認によって徹

底した一元論の中にすべてを吸収 しようとした体系 と方法である。そのupayaの

根本はすべては神の中に, すなわち最高我 と同一化し得るものであ り, 個我は一超

直入に階程な く最高我と一体化し得るけれども現実の修道老の資質に応 じて種々

な方便がめぐらされている。ここでは究極と途上の過程は相即 し具つ相異 してい

ると言ってよい。その ことはTantrasaraやTautralaaに おけるupayaの

説明の順序が示すように先づ最高のuphyaの 段階であるan-upayaが 述べ られ, 

次にsambhava-upa. が, それによって修行が進められない老のために更にsakta-

upaが, 更にそれに適さない老のためにごAnava-upa. と述べられている。 このこ

とは順を追って深化してい く仕方による記述ではない。根本的立場が方便を介し

て具体的な働 らきをもっているように示すと共に常に根本を離れていないという

べきであろ うか。

このような六支 ヨーガとupayaの 説明の仕方は従来の古典的ヨーガの記述 と異

っている。すなわちVogasutraのIIの1-2に おいて行作 ヨーガは苦行や読調, 

神にご対する祈念, 三昧の修習, 煩悩を弱めるためにするとしている。 また仏教に

おいてもMahayamasutralaraara18)は 明確にヨーガはuphya(方 便)で あると

言っているのと異った表現をしている。anupayaが 最高なものとして非方便 とい

う表現をとっていることと, 全体系の相即的なあ り方は目的と手段, 方法とが二

元的対立の構図をもつ ことを否定している。このことはイン ド哲学史, シャィヴ

ァの宗教史の中でカシュミールのそれがもつ独特な転回であるとも考えられる。

この派が もつ根本的な世界観により, 意識をコントロールしながら客観 と対立す

る意識のあ り方をこえて, 実在の世界に同一化し, すべての存在物に究極の真実

を見すなわちsaivaiteに とってはsivaと の同一化を実現していく方法において

も世界観が一元論的であると同じく一元論で貫かれている。多様な方便をもち包

摂しながら一元論を実現 している事は他の地方のシヴァ派と全 く異った展開であ

る。 これには最 も強い影響 として仏教が指摘される。中観や唯識, khlacakraと

の相似, 術語は変えているが, 内容的には同一 と見 られる記述が多いことが指摘

され得る。禅定の表現に太陽や月と水を以ってすることやkadahに よる本質な
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き世界を示すことな どは仏教の芭蕉の例を以て中核的実在を否定することと同一

である。仏教の六支 ヨーガとの比較は別途に詳 しくす る必要がある。

世界の一切 に究極の真実を見るならば, 社会的にはバラモンの社会を権威と

している例えぽシャンカラの不ニー元論 よりも遙かに徹底 してい る筈であ る。

Lakshman Joo師 は自らはバラモンの出でな く, 自らksatriyaと 称 し, Abhi-

navaguptaも そのように解 している。 しか し伝統的儀式の意味づけに批判的なシ

ヴァ派ではkulaの 秘儀をもち不殺生と性ユガが記されていて, その意味では必

ずしも全面的に一元論の哲学にのみで解釈 し切れない。現実にはこの派は今 日で

は儀礼的要素, すなわちpujaやdiksaな どが少 くなっていて, 哲学的に儀礼の

意義が制限されていることによる故かインド社会に社会的基盤を失っている。勿

論カシュミールのシヴァ派の伝統の諸師の系譜が不明なところがあって, 宗教的

伝統が中断しまた再興されたと考えられるが, 徹底 した一元論の哲学 と修行の方

法の歴史的な, あるいは地理的な変化と衰退は社会的な理由と共にその高度な哲

学 と修道に依るとも見られる。
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